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Time-IrldepeldeTt Problems 堀 淳 - (北大理)
Time-IndepeTlderlt な間島即ち不完全格子の授動数スペク トル と固有
振動の波形の問題は ,｢不完全結晶の格子夜勤｣研究会時代の当初から一貫














議論されたoLか L一般的にいって i問題の性質上 ,-度に大巾な解決を浸
■
かることは難 しく,時間をかげることが必要であろう｡
局在振動の問覇でもう1っ重要なのは , surfacemode 及び dislo-
catioTi による Iocaiizedmode の問題であるO 前者[;こは表面に吸着 -
された不純物の振劫の問竃も含まれるO 何れ も不純功が孤立していないであ
る底次元の連続体を握っている場合であって ,-ひっくるめて {'extended












Disordered lattice の責劫数スペク トルに関 しては ,多 くの原理的
な問題が未解決のまゝ残 されてt,'るO その中最 も重要と患われるのは ,Dearl
等が数値計算把よって得た ,isotopicdiatomicdisordered lattice
のスペク トルが高森勃葛城で多数の明瞭な peak をもつという結果を垣論
的虻説明することである｡ これについては松田が高振動数億域では一般に非
京に多数の固有羨劫数にな り得ない挨劫数が存在することを証明して ,スペ





これを説明することを試みて成功 したO松田の恵理 と頻一億品の議論 とで ,






あ り,また randomnleSSの碍類によってネベク トルがどう変るか とい う問
題に関連 して興味のある問題であるIo
以上の諸問題に共通な堺理的間題としては ,今まで削 ＼ら華 て来ている上
述の3つの方 法及び Dean 等の削 ､ているtNegative-Factor-Counト
ing' の方法の蘭の嫡孫を論ずることや I,散乱 問題 とスペク トルの問題と
の嫡孫を論ずることが重安であろうD とく隼散乱問題との嫡孫は Time-
DeperldeTltな闇題とも嫡孫する興味ある問題であり,今回も福田及び朝日
によって立ち入つ･た議論がなされた O このためには in-ba†ldmode が不.
純功tlCよってどのように影響.さ,礼.るかをくわしく研究することが必 要となる
が ,朝日は伝達行列によって求めた iTl-bandmode に対する解を通常の
散乱形式の解と比較 し,,･通草の解のもつ意味を明らかにする手がか りを与え
た O なおこの間題に威適して ?複素的な境界条件を研究.する必要力享あること
を頻が remark したO戸田は原理的問題の1つとして ,非常に一般な系隼















以上既威 したように , Time-iTldepeTldentな問題に限っても ,今後なす
べきことが山積してお り,スタッフの不足が痛感 される｡以上テ｢マを 書き
並べてみただけで ,､私のような栄養不良は息が切れるO _この辺で筆をおか し
ていただ くことにする次第であるB
Time-irldepeTldeTlt Probrems 松 田 博 嗣 (哀大理)
不完全結晶の格子振動は結晶の完全な並進対称睦からのずれが (王)有限
個の po主ntdefectによるか , (丑)dislocation のような Iine
defect によるか , (a)Sやrfacedefectによるか ,乃至は (Ⅳ)莱
が disordered latticeで無限個の point defect を もつ場合に分
類されるであろうo又魔手振動a)モデルとして Bo-rnl)ppenheimer近似
の下で原子癌の華動員由箆だけを取出し,東に harmonicな力だけを 考え
るか ,或は anharmoTlicityをも考慮するか ,それとも原子顔の運動 自 由
度だけでなく電子等他の自由度 との相互作用も explicitに取入れる等あ
るであろう｡
そもそも理論の究極の目的が自然現象に対する広汎な信頼し得る予言可能
性にあるな_らば ,そこへの過程としてわれわれの考察する車デルが…般的,
現実的なものであり,しかもそのモデルについての考察の簸論が不透明な仮
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